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令和５年度第２回古賀市スポーツ推進審議会  会議録  

（要約筆記） 

 

 

【 会 議 の名称】  令 和 ５年度第２回古賀市スポーツ推進審議会  

 

【 日 時 ・場所】  令 和 ５ 年８月２４日（木）  １ ８ :３ ０ ～２０：４０  

リ ー パスプラザこが交流館 ２階中会議室  

 

【 審 議会次第 】    

１ ． 開 会  

２ ． 教育部長あいさつ  

３ ． 審議会成立の報告  

４ ． 会長あいさつ  

５ ． 講話  

６ ． 協議  

第 ２ 次古賀市スポーツ推進計画の中間見直し について  

（ 基 本目標１  子 ど もの運動機会の拡充について）  

７ ． その他  

８ ． 閉会  

 

【 傍 聴者数】  ０ 人  

 

【 出 席委員等の氏名】  

委  員 ： 本多壮太郎 委員（会長）、吉永春男委員（副会長）、  

薄 秀 治委員、伊藤一哉委員、齋藤光範委員、山本康介 委員、  

大 森 睦子委員、平島信幸委員、井浦政義委員、吉田直美委員 、  

森 本 泰史委員、野田一郎委員  

事 務 局：横田浩一教育部長、学校教育課  島 居隆浩課長、 生涯学習推進

課  樋 口 武史課長、渋田孝治参事補佐兼スポーツ振興 係長、山

本英士朗主任主事、佐藤智香主任主事、荒川登志子主事  

 

【 欠 席委員の氏名】   

髙 原 友彦委員 、花田亜紗美委員 、智原英樹委員  
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【庶務担当部 署名】  生 涯 学習推進課  

 

【 委 員に配布した資料の名称】  

・ 令 和５年度第２回古賀市スポーツ推進審議会  レ ジ ュメ  

・ 福 岡県における地域クラブ活動の構築に向けたガイドライン  

・ 福 岡県学校部活動の在り方に関する指針  

・ 古 賀市立中学校部活動について  

・ 古 賀市立中学校部活動方針  

・ 第 ２次スポーツ推進計画  運 動 ・スポーツに関する取組・課題・対策  

・ 中 学校体育施設日曜日利用団体について／市ＬＩＮＥ公式アカウント  

 の 登 録者数について  

 

【 審 議会概要 】  

１ ． 開会  

 

 

２ ． 教 育部長あいさつ  

 

 

３ ． 審 議会成立の報告  

 

 

４ ． 会 長あいさつ  

 

 

５ ． 講 話  

（ １ ）福岡県における中学校部活動 の地域移行について  

【 福 岡 教 育 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 教 職 実 践 研 究 ユ ニ ッ ト  本 多 壮 太

郎教授による概要説明】  

（ 本 多会長）  

 「 福 岡 県 に お け る 地 域 ク ラ ブ 活 動 の 構 築 に 向 け た ガ イ ド ラ イ ン 」 の １ ペ

ー ジ を 確 認 い た だ き た い が 、 本 県 に お い て は 、 ２ ０ １ ８ 年 １ ２ 月 に 「 福 岡

県 運 動 部 活動 の 在 り 方 に 関 する 指 針 」、 ２ ０ ２０ 年 ２ 月 に 「 福 岡県 文 化 部 活

動 の 在 り 方 に 関 す る 指 針 」 を 策 定 し 、 持 続 可 能 な 部 活 動 が テ ー マ と な っ て

いる。  
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 そ の 後 、 ２ ０ ２ ２ 年 １ ２ 月 に ス ポ ー ツ 庁 、 文 化 庁 に お い て 「 学 校 部 活 動

及 び 新 た な 地 域 ク ラ ブ 活 動 の 在 り 方 等 に 関 す る 総 合 的 な ガ イ ド ラ イ ン 」 が

策 定 さ れ 、 部 活 動 を 地 域 移 行 す る こ と を 目 的 と し た ガ イ ド ラ イ ン を 策 定 す

るための部活動改革委員会等が立ち上がり、様々な協議を重ねてきた。  

 そ の 結 果 、 令 和 ５ 年 ３ 月 に 「 福 岡 県 に お け る 地 域 ク ラ ブ 活 動 の 構 築 に 向

けたガイドライン」が策定 され公表されるに至った。  

 １ ６ ペ ー ジ に な る が 、 市 町 村 に お け る 地 域 移 行 に 向 け た 手 順 が 記 載 さ れ

て い る 。 必 ず こ の 手 順 に 従 わ な け れ ば な ら な い と い う 事 で は な い が 、 市 町

村 に お い て は 、 部 活 動 の 地 域 移 行 を 検 討 す る 協 議 会 を 設 置 し 、 運 営 団 体 ・

実施主体を確保することとある。  

 運 営 団 体 は 地 域 ク ラ ブ 活 動 を 統 括 す る 団 体 で あ り 、 実 施 主 体 は 個 別 の 地

域 ク ラ ブ 活 動 を 実 際 に 行 う ク ラ ブ 等 の こ と で あ り 、 運 営 団 体 と 実 施 主 体 は

同一の団体である場合も考えられる。  

 こ れ ら の 団 体 の 確 保 の 後 、 指 導 者 の 確 保 、 指 導 方 針 ・ 内 容 の 決 定 が な さ

れ て い き 、 生 徒 ・ 保 護 者 ・ 住 民 へ の 周 知 を 行 い 、 地 域 ク ラ ブ 活 動 の 実 施 と

いう流れとなっている。  

 再 度 、 申 し 上 げ る が 必 ず し も こ の 通 り に す す め な け れ ば な ら な い と い う

ことではない。  

 ３ ペ ー ジ に な る が 、 地 域 ク ラ ブ 活 動 の 構 築 に 向 け た 県 の 方 針 と し て 、 生

徒 に と っ て 望 ま し い 「 地 域 ク ラ ブ 活 動 」 の 構 築 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 休 日

の 部 活 動 の 地 域 移 行 を 中 心 に と い う こ と で 、 令 和 ５ 年 度 か ら ３ か 年 度 か け

て土日の部活動を地域移行することとなっている。  

 こ の 中 で 「 地 域 ク ラ ブ 活 動 」 と は 、 地 域 と 学 校 が 連 携 ・ 協 働 し た 環 境 で

の 活 動 と さ れ て お り 、 学 校 と 地 域 が 連 携 ・ 協 働 し た 活 動 に は 、 地 域 の 実 情

に 合 わ せ て 様 々 な 手 法 の 中 か ら 地 域 に 適 し た も の を 選 択 し た り 、 複 数 の 手

法を組み合わせたりするなどの工夫が必要とされている。  

 例 え ば 、 部 活 動 が 移 行 し 、 ス ポ ー ツ 協 会 が 運 営 団 体 に な る 例 、 希 望 者 が

参加し、既存のクラブが運営団体兼実施主体になる例がある。  

 地 域 移 行 と 地 域 連 携 と い う こ と ば が あ る が 、 事 情 に よ っ て は 部 活 動 を 新

た な 地 域 ク ラ ブ 、 或 い は 既 存 の ク ラ ブ が 運 営 も 含 め て 実 施 す る に あ た り 、

な か な か 人 材 が い な い 、 組 織 が 作 れ な い と い っ た 場 合 が あ る 。 そ の よ う な

場 合 に は 、 現 在 も 導 入 さ れ て い る 部 活 動 指 導 員 を 外 部 か ら 招 き 、 既 存 の 教

員の負担軽減を図り、より専門的な指導を受ける方法もある。  

 ６ ペ ージに県、市町村の３か年度のロードマップの記載がある。  

県 と し て は 来 月 、 第 １ 回 改 革 協 議 会 が 開 催 さ れ る 。 部 活 動 改 革 セ ミ ナ ー は
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昨 年 度 ２ 回 実 施 し て い る が 、 い く つ か の 自 治 体 が モ デ ル 事 業 を 実 施 し 様 々

な地域移行の パターンを紹介した。  

 市 町 村 に つ い て は 、 令 和 ５ 年 度 に お い て 協 議 会 を 設 置 し 、 運 営 団 体 ・ 実

施 主 体 を 定 め 、 成 果 や 課 題 を 検 証 す る Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を す す め る こ と と

なる。  

 ６ ペ ー ジ 下 段 に 地 域 ク ラ ブ 活 動 の 要 件 の 記 載 が あ る が 、 検 討 委 員 会 と し

ては、このような要件を提示していく環境を整える必要がある。  

 １ ９ ペ ー ジ に は 部 活 動 地 域 移 行 に お け る 様 々 な パ タ ー ン の 記 載 が あ る の

で確認してほしい。  

 

（ 齋 藤委員）  

 学 校 の 部活 動 だ け で 練 習 して い た 子 ど も が「 上 手 く な り た い」「 強 く な り

た い 」 と い う 思 い で 、 地 域 の ク ラ ブ で 練 習 し て い る 。 学 校 に お け る 部 活 動

の 練 習 時 間 を 減 ら し て も 結 果 が で て い る と い う の は そ の よ う な 背 景 が あ る 。

日曜日の部活動を地域移行したいということか。  

 

（ 本 多会長）  

 今 の 学 校 部 活 動 で あ る と 、 平 日 に １ 日 、 週 末 の 土 日 ど ち ら か １ 日 を 休 む

と い う こ と に な っ て い る が 、 あ る 地 域 で は 新 規 の 地 域 ク ラ ブ を 立 ち 上 げ た

際 に 、 練 習 に 熱 心 な 指 導 者 だ と 終 末 ど ち ら も 練 習 と し て 問 題 と な っ た 。 そ

う な る と ほ と ん ど 休 み が な く な る が 、 そ れ を 喜 ぶ 子 ど も 、 保 護 者 も い た が 、

基 本 的 に は 現 在 の 部 活 動 の ガ イ ド ラ イ ン に 従 っ た 地 域 ク ラ ブ 活 動 を 行 う よ

うになっている。  

 

（ 齋 藤委員）  

 強 い チ ー ム を 目 指 す の か 、 部 活 動 の 目 的 と す る 形 が ど ん な 形 に な れ ば い

いのか検討がつかない。  

 

（ 本 多会長）  

 市 町 村 ご と に 三 年 後 の ビ ジ ョ ン を し っ か り 持 ち 、 最 終 的 に 学 校 か ら 部 活

動 を な く す 。 人 材 と 財 源 、 場 所 を ど う す る か と い う 課 題 に 行 き 着 く が 、 学

校 の 体 育 館 や グ ラ ウ ン ド が 地 域 ク ラ ブ 活 動 の 一 番 大 き な 活 動 場 所 と な る だ

ろ う 。 学 校 施 設 を 自 治 体 の 施 設 と し て し っ か り 活 用 す る 。 そ の よ う な こ と

を検討委員会でビジョンを持って協議していくことが重要となる。  
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（齋藤委員）  

 資 料 は 中 体 連 に 考 え に 沿 っ て い る と い う 書 き 方 に な っ て い る が 、 ほ と ん

どが中体連に参加していると思う。  

 

（ 本 多会長）  

 現 時 点 で は そ う で あ る が 少 し ず つ 変 わ っ て い く と 考 え る 。 最 終 的 に 中 体

連も存在しないかもしれない。  

 

（ 齋 藤委員）  

 中 体 連 の 大 会 は 必 ず 顧 問 の 教 員 が 参 加 し な い と 大 会 に 参 加 で き な い と 思

うが。  

 

（ 本 多会長）  

 今 は そ う で な い 。 必 ず し も 学 校 教 員 で な く て も 監 督 の 参 加 で も 構 わ な い 。  

 

（ 齋 藤委員）  

 だ が 大 人 の 参 加 が 必 要 で あ る と 思 う 。 子 ど も が 代 表 で あ る と 言 っ て も 参

加 は 出 来 な い と 思 う 。 日 曜 日 を 地 域 移 行 し た と し て も 、 中 体 連 に 所 属 す る

限 り 、 中 体 連 の 考 え の と お り に 活 動 し な い と い け な い と 思 う が そ の 点 を 伺

いたい。  

 

（ 本 多会長）  

 中 体 連 も 改 革 を す す め て お り 、 地 域 ク ラ ブ の 大 会 出 場 を 認 め 、 見 直 し 、

改善をすすめていくと考える。  

 

（ ２ ）古賀市における中学校部活動の地域移行について  

【 古 賀市教育委員会学校教育課  島 居 隆浩課長による概要説明】  

（ 島 居課長）  

 「 古 賀 市 立 中 学 校 部 活 動 方 針 」 と い う 資 料 が あ る が 、 令 和 ５ 年 ４ 月 ２ ６

日 に 改 定 し た も の が 直 近 に な る 。 こ う い っ た 活 動 方 針 に 基 づ い て 、 古 賀 市

の部活動をすすめている。  

 「 古 賀 市 立 中 学 校 部 活 動 」 に つ い て 、 古 賀 市 の 部 活 動 は 週 ４ 日 以 内 を 活

動 日 と し 、 平 日 ３ 日 以 内 、 土 曜 日 １ 日 と し 、 １ 週 間 の う ち ３ 日 は 休 み と し

て い る 。 な ぜ 平 日 ３ 日 以 内 と し た か 、 校 長 会 で 検 討 し た が 、 古 賀 市 内 の 全

て の ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 活 動 日 を 調 べ た と こ ろ 、 週 ２ ． ３ ９ 日 と い う 結 果 と
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な り 、 こ れ を 根 拠 に 週 ３ 日 で も 県 大 会 に 出 場 す る 部 活 動 も あ っ た こ と か ら 、

３ 日 以 下 の 部 活 動 で あ れ ば 教 員 の 負 担 軽 減 と な り 、 地 域 部 活 動 指 導 員 の 希

望者や担い手が増えるのではと考えた。  

 活 動 時 間 は 平 日 ２ 時 間 以 内 、 ガ イ ド ラ イ ン で は ２ 時 間 程 度 、 休 日 は ３ 時

間程度としているが、これは着替えや準備を含めた時間となっている。  

教 職 員 の 長 時 間 労 働 の 問 題 で 、 来 年 度 に は 月 ４ ５ 時 間 以 内 、 年 ３ ６ ０ 時

間 以 内 の 超 過 勤 務 を 達 成 す る 必 要 が あ る 。 労 働 基 準 法 で 罰 則 規 定 が あ り 、

私 立 学 校 の 場 合 は こ れ を 守 ら な い と 多 額 の 追 徴 金 が 発 生 す る と 聞 い て い る 。

今 の と こ ろ 公 立 学 校 に つ い て 、 罰 則 規 定 は 適 用 さ れ な い と 確 認 し て い る 。

古 賀 市 と し て は 超 過 勤 務 の 時 間 を 徐 々 に 減 ら し て い る 。 本 年 度 は 超 過 勤 務

を 月 ５ ５ 時 間 と し て 目 標 を 設 定 し て い る が 、 月 １ ０ ０ 時 間 を 超 え る 超 過 勤

務 を し て い る 教 員 が 多 く 、 過 労 死 ラ イ ン ８ ０ 時 間 を と う に 超 え て い る 。 そ

の た め 病 休 者 の 増 加 、 教 職 員 の 志 願 者 が 減 少 す る と い う 全 国 的 な 傾 向 が あ

る。  

超 過 勤 務 の 主 な 原 因 は 部 活 動 と 学 校 行 事 で あ る 。 超 過 勤 務 の グ ラ フ を 作

っ て み る と 、 部 活 動 の 大 会 が あ る 前 後 の 月 、 合 唱 コ ン ク ー ル の あ る 前 後 の

月 に 超 過 勤 務 が 増 え る 。 こ の 超 過 勤 務 を 解 消 す る た め に 教 員 の 働 き 方 改 革

をすすめなければならない。  

教 員 の 本 務 は 授 業 を 教 え る こ と で 採 用 さ れ て お り 、 部 活 動 で 採 用 さ れ て

い る わ け で は な い 。 文 科 省 は 、 部 活 動 は 学 校 の 業 務 で あ る が 、 教 員 が 担 う

必 要 は な い と し て い る 。 し か し 現 実 は 教 員 が 担 っ て い る 。 部 活 動 は 学 習 指

導 要 領 と い う 学 校 の 決 ま り に 明 記 さ れ て い る た め 、 今 の と こ ろ 部 活 動 は 学

校 で 行 わ れ て い る 。 学 習 指 導 要 領 が 改 定 さ れ 、 こ の 記 述 が な く な れ ば も し

かすると学校から部活動はなくなっていくのではと考えている。  

部 活 動 は 日 本 固 有 の 制 度 で あ り 、 諸 外 国 に お い て は そ の よ う な こ と は な

い 。 地 域 ク ラ ブ で 行 う こ と が ほ と ん ど で あ り 、 学 校 が 担 う と こ ろ も あ る が

そ の 場 合 は 対 価 を 支 払 っ て い る こ と が ほ と ん ど 。 教 員 が 部 活 動 を 無 報 酬 で

指導するというのは日本だけであり、日本特有の制度である。  

古 賀 市 に お い て も ア ン ケ ー ト を 行 っ て い る が 、 部 活 動 顧 問 の 約 ４ 分 の ３

は 専 門 的 な 知 識 や 技 能 ・ 経 験 が な い 。 そ の よ う な 中 、 無 報 酬 で 部 活 動 顧 問

を し て い る こ と か ら 、 教 員 の 善 意 で 成 り 立 っ て い る と 言 え る 。 中 学 校 の 教

員 に ア ン ケ ー ト を 行 い 、 １ １ ０ 名 の 回 答 が あ っ た が そ の ７ ４ ％ は 部 活 動 を

外部指導者にお願いしたいと回答している。  

平 日 の 活 動 時 間 帯 は 古 賀 中 学 校 が １ ４ 時 ５ ０ 分 か ら 、 古 賀 北 中 学 校 ・ 古

賀 東 中 学 校 が １ ５ 時 １ ０ 分 か ら と し て い る が 、 ２ 時 間 部 活 動 を 行 う と 勤 務



‐7‐ 

時間内に終わらせることが可能、すなわち超過勤務が発生しない。  

学 習 指 導 要 領 で は 年 に １ ， ０ １ ５ 時 間 の 授 業 を 行 う こ と と な っ て お り 、

１ 週 間 の 内 ６ 時 間 授 業 が ４ 日 な け れ ば 達 成 で き な い が 、 古 賀 市 に お い て ６

時 間 授 業 は 週 に １ 日 し か な い が 、 ２ 学 期 制 で 夏 休 み が 短 い こ と で 授 業 日 数

を 多 く し て い る 。 そ の よ う な 取 り 組 み に よ り 、 放 課 後 の 時 間 を 生 み 出 し て

い る 。 さ ら に 朝 練 習 は 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 徐 々 に 禁 止 と し て お り 、 現 在 は 全

て 禁 止 に な っ て い る 。 合 宿 、 県 外 遠 征 も 禁 止 と し て お り 、 指 針 で 決 定 し て

いる。  

部 活 動 の 顧 問 に つ い て 、 県 の 補 助 を 受 け な が ら 地 域 部 活 動 指 導 員 を 雇 用

し 部 活 動 を 担 っ て も ら う と こ ろ で あ り 、 現 在 、 古 賀 北 中 学 校 の 陸 上 部 、 古

賀 東 中 学 校 の 吹 奏 楽 部 を 地 域 部 活 動 指 導 員 に 担 っ て も ら っ て い る 。 ス ポ ー

ツ だ け で な く 、 文 化 系 も 部 活 動 と い う こ と で ２ 名 の 雇 用 を 行 っ て い る 状 況

で あ る 。 時 給 は １ ， ６ ０ ０ 円 で あ る が 、 こ れ で 家 計 を 担 う と い う こ と は 難

し い と こ ろ で あ り 、 退 職 さ れ た 方 や 時 間 の あ る 方 、 熱 意 の あ る 方 に お 願 い

す る し か な く 、 ３ 名 の 枠 の 内 、 ２ 名 の 地 域 部 活 動 指 導 員 し か 埋 ま っ て い な

い 。 し か し 古 賀 市 教 育 委 員 会 と し て は こ の よ う な 人 材 を 探 し な が ら 、 少 し

でも部活動を担っていただきたい。  

地 域 部 活 動 指 導 員 の 運 用 ３ か 月 に お け る 中 体 連 、 中 文 連 の 結 果 を 記 載 し

て い る が 、 古 賀 北 中 学 校 陸 上 部 は す ぐ に 結 果 が 表 れ 、 今 年 は 全 国 大 会 ま で

出 場 し て い る 。 短 い 時 間 数 で も こ の よ う な 専 門 性 が あ る 地 域 部 活 動 指 導 員

が 指 導 す れ ば 、 子 ど も は 成 長 す る ん だ と い う モ デ ル に な っ て い る と 考 え る 。  

保 護 者 の 反 応 に つ い て は 、 部 活 動 を ３ 日 に し た こ と で 意 見 が 挙 が っ て く

るのではと考えたが、２件の問合せのみであった。  

今 後 の 部 活 動 改 革 の 方 向 性 だ が 、 地 域 部 活 動 指 導 員 の 雇 用 に は 「 部 活 動

地 域 移 行 等 検 討 委 員 会 」 を 設 立 し な け れ ば な ら な い と い う 条 件 が あ り 、 今

年 の １ ０ 月 頃 か ら 始 め る 予 定 で あ る が 、 こ の 検 討 委 員 会 を 設 立 し 、 教 育 長

か ら 諮 問 を 受 け た 構 成 員 が 、 ２ か 年 か け て 部 活 動 地 域 移 行 に つ い て 検 討 を

すすめる。  

 

（ 薄 委 員）  

平 日 週 ３ 日 の 練 習 で も 県 大 会 に 出 場 で き て い る と い う こ と だ が 、 部 活 動

だ け で は 時 間 が 足 り ず 、 他 で 練 習 を し て い る 子 ど も が ど れ ほ ど い る の か と

いう調査をしているのか。  
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（島居課長）  

卓 球 部 の 顧 問 を し て い た が 、 朝 練 習 を せ ず ２ 時 間 程 度 の 練 習 を 行 っ て い

た。  

 

（ 薄 委 員）  

そ れ は前年度なのか今年度なのか。  

 

（ 島 居課長）  

 ５ 年 ほ ど 前 に な る 。 昨 年 の コ ロ ナ 禍 で は あ る が 、 卓 球 部 に お い て 男 子 と

女 子 が 同 時 に 部 活 動 を 行 う と 密 集 す る こ と か ら 、 男 子 と 女 子 の 練 習 日 を 変

え た り し た が 、 週 ３ 日 の 部 活 動 で あ っ て も 県 大 会 に 出 場 で き た 。 ま た 、 卓

球 協 会 が 講 習 会 を 開 催 し て お り 、 そ の 講 習 会 に 参 加 し て い る 子 ど も が い た

が特段、別のチームやクラブに参加しているかは把握していない。  

 

（ 薄 委 員）  

 知 る 限 り で は 他 の ク ラ ブ 等 で 練 習 し て い る 子 ど も が か な り 増 え て い る 。

部 活 動 の 短 い 練 習 時 間 で も 結 果 を 残 す 例 も あ る と 思 う が 、 今 後 、 部 活 動 の

練 習 時 間 や 日 数 の 減 少 が 子 ど も に ど の よ う な 影 響 を 与 え る の か 、 市 と し て

調査したほうが良いのでは。  

 部 活 動 は 結 果 を 残 す だ け が 目 的 で な い 、 資 料 に も 記 載 の あ る と お り 子 ど

も同士の関わり、コミュニケーションが大切である。  

 別 の 会 議 に お い て 、 ど の 学 校 に お い て も 教 職 員 数 が 不 足 し て い る と 伺 っ

た 。 部 活 動 の 超 過 勤 務 が 原 因 に よ り 不 足 し て い る と 思 う が 、 部 活 動 地 域 移

行 は 子 ど も 主 体 の 考 え 方 で は な い と 自 分 自 身 の 中 で は 考 え る 。 部 活 動 地 域

移 行 を す る の で あ れ ば 、 外 部 指 導 者 を も っ と 取 り 入 れ や す い 環 境 を 市 と し

て 整 え る 必 要 が あ る 。 国 の 指 針 が 一 番 で あ る と 思 う が 、 子 ど も が 置 き 去 り

に さ れ る 可 能 性 が 高 い の で は な い か と い う 不 安 が あ る 。 国 が な か な か 指 針

を 示 さ な い 中 、 何 も 決 ま ら な い ま ま 部 活 動 地 域 移 行 を す す め る の は 子 ど も

が巻き添えになるのではと懸念する。  

地 域 部 活 動 指 導 員 は 様 々 な 基 準 に 達 し な い と 部 活 動 に 携 わ れ な い と 思 う

が 、 ３ ０ 代 か ら ５ ０ 代 の 人 が 部 活 動 の 時 間 に 指 導 す る こ と は 非 常 に 難 し い 。

そ の よ う な 人 を し っ か り サ ポ ー ト し 、 対 価 を 支 払 わ な け れ ば 部 活 動 地 域 移

行は机上の空論に終わってしまう。  

２ 、 ３ 人 、 外 部 コ ー チ を し て い る 知 り 合 い が い る が 、 子 ど も は 向 上 心 が

あ る が 、 な か な か 子 ど も に 手 を か け て あ げ れ な い 、 手 に 負 え な い と こ ろ で
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非常に残念であると話している。  

運 用 ３ か 月 で の 教 職 員 ・ 児 童 生 徒 ・ 保 護 者 の 問 合 せ が ２ 件 あ っ た と の こ

と だ が 、 学 校 部 活 動 が な く な る か も し れ な い 可 能 性 が あ る こ と で 、 ど う し

た い の か 、 ど う 思 う の か 、 子 ど も や 保 護 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 え

ば 、 実 際 に は 問 合 せ は で き な い け れ ど 意 見 が あ る 人 が い る の で は な い か と

考える。  

 

（ 島 居課長）  

 結 果 を 出 す こ と だ け が 目 的 と は 考 え て お ら ず 、 こ の ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会

の 目 的 も ス ポ ー ツ 振 興 だ と 考 え る 。 つ ま り 生 涯 ス ポ ー ツ で あ り 、 ス ポ ー ツ

の 楽 し み を 味 わ う 、 そ の 入 り 口 に 学 校 が あ る 。 中 体 連 の よ う な 勝 ち 残 っ て

い く 組 織 だ と 、 勝 ち た い 、 上 手 く な り た い と い う 子 ど も に は 良 い か も し れ

ないが、多様な子どもがいるため上手くいかない子どももいる。  

 現 在 の 中 学 校 部 活 動 は ３ 年 間 入 部 し 続 け る こ と が 前 提 で あ る 。 部 活 動 の

掛 け 持 ち や 途 中 退 部 を 認 め 、 緩 く す る と い う か 緩 和 す る こ と も 必 要 。 現 在

で も そ う だ が 、 そ れ よ り も っ と 専 門 的 に や り た い 、 上 手 く な り た い と い う

方 は 専 門 的 な ク ラ ブ チ ー ム に 所 属 し て も 良 い と 考 え る 。 地 域 部 活 動 指 導 員

に 指 導 し て も ら い た い が 、 な か な か 人 材 が 見 つ か ら な い の が 現 状 で あ り 、

当面は勤務時間内に 教員の負担にならない程度に 部活動を行いたい。  

 そ の よ う な 内 容 を 含 め 、 今 後 ２ か 年 を か け て 検 討 委 員 会 で 検 討 し て い き

た い 。 ま た 、 本 市 に お い て ア ン ケ ー ト 調 査 は 行 っ て い な い が 、 あ る 自 治 体

で ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た と こ ろ ８ 割 の 子 ど も が 部 活 動 を し た く な い と い

う結果もあるようだ。  

 

（ 大 森委員）  

 そ の 自 治 体 の ア ン ケ ー ト 調 査 で 部 活 動 を し た く な い 子 ど も が ８ 割 と い う

ことだが、運動系、文化系どちらの部活動か。  

 

（ 島 居課長）  

 お そ らくどちらも合わせてアンケート調査を行っている。  

 

（ 薄 委 員）  

 部 活 動はなくなるということか。  
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（本多会長）  

 断 言 は できない。  

 

（ 齋 藤委員）  

 具 体 的にどこで決まるのか。  

 

（ 本 多会長）  

 ３ か 年 度 か け て 様 々 な 事 業 や 改 革 が 行 わ れ る が そ の 様 子 を 見 な が ら だ と

考える。  

 

（ 齋 藤委員）  

 国 や 県、市が方針を決めようが、独自に方針を決めれるのか。  

 

（ 本 多会長）  

 学 校 と 連 携 を 絶 っ た 独 立 し た ク ラ ブ で あ れ ば 可 能 。 運 営 主 体 が 学 校 や 教

育 委 員 会 で は な く 、 Ｎ Ｐ О 法 人 や ス ポ ー ツ 協 会 で あ っ て も 地 域 ク ラ ブ 活 動

が 学 校 と 連 携 協 力 す る こ と に は 変 わ り は な い 。 そ れ ら に 関 係 の な い ク ラ ブ

活動であれば独自に活動を行うことは問題ない。  

 

（ 薄 委 員）  

 地 域 部活動指導員というのは外部コーチとは別なのか。  

 

（ 島 居課長）  

 別 で ある。  

 

（ 薄 委 員）  

 外 部 コーチはボランティアなのか。  

 

（ 島 居課長）  

 外 部 コ ー チ は 月 に 何 回 来 ら れ て も 月 ５ ， ０ ０ ０ 円 の 対 価 で あ り 、 引 率 や

責 任 は 顧 問 に あ る 。 地 域 部 活 動 指 導 員 は 顧 問 の 代 わ り と い う こ と で 、 引 率

や責任も負う。  

 

（ 薄 委 員）  

 地 域 部 活 動 指 導 員 を す る に し て も 、 決 め ら れ た 週 ４ 日 以 内 の 部 活 動 と い
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う縛りがあるのが今の中学校の現状ということか。  

 

（ 島 居課長）  

 そ の とおり。  

 

（ 薄 委 員）  

 例 え ば 、 対 外 試 合 、 練 習 試 合 は 完 全 に 禁 止 な の か 。 遠 征 が 禁 止 で 練 習 試

合 は 可 能 な の か 。 終 日 し た 場 合 は 他 の 平 日 の 振 替 で お 休 み に す る と い う こ

とか。  

 

（ 島 居課長）  

 そ の と お り 。 特 例 が あ り 、 中 体 連 や 中 文 連 の 大 会 前 で あ れ ば 振 替 す る と

平 日 の 練 習 日 が 確 保 で き な い こ と か ら 、 大 会 前 に 限 っ て は 特 例 で 振 替 な い

こととしている。  

 

（ 齋 藤委員）  

 小 学 校や高等学校は同じようにすすんでいくのか。  

 

（ 島 居課長）  

 ス ポ ーツ庁のガイドラインは小学校も適用。  

 

（ 齋 藤委員）  

 な ぜ 中学校ばかり議題に挙がっているのか。  

 

（ 島 居課長）  

 小 学 校 の 場 合 は 地 域 で 指 導 さ れ て い て 、 教 員 が 指 導 し て い る こ と は な い 。  

 

（ 森 本委員）  

ガ イ ド ラ イ ン は い ず れ 高 等 学 校 も 視 野 に 入 れ た 内 容 と な っ て お り 、 ま ず

は 中 学 校 の 部 活 動 か ら 休 日 移 行 す る 。 国 が な か な か 方 針 を 示 さ な い の は う

ま く い か な い こ と が あ る と い う こ と で 、 地 域 移 行 か ら 地 域 連 携 と い う 言 葉

のとおり緩くなってきているような内容を出している。  

 県 の 行 政 に 所 属 し て い る た め 他 の 自 治 体 の 話 を よ く 聞 く が 、 古 賀 市 の 学

校 部 活 動 の 時 間 を カ ッ ト し て い る の は 非 常 に 珍 し い ケ ー ス で あ る 。 古 賀 市

は 古 賀 市 で 取 組 み 、 国 や 県 が ど う 言 お う と そ の 取 組 み が な い 訳 で は な い 。
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あっても構わないと考える。  

 

（ 島 居 課長）  

 冬 場 は 早 く 暗 く な る が 、 部 活 動 開 始 時 間 を 早 め て い る た め 平 日 ２ 時 間 の

部 活 動 時 間 を 確 保 で き て い る こ と は 非 常 に 有 意 義 で あ る 、 活 動 が し や す い

と考える。  

 

（ 薄 委 員）  

 指 導 で き る 人 を 集 め ら れ る よ う な 方 法 を 考 え れ ば 子 ど も の た め に な る と

考える。  

 

６ ． 協  議  

  第 ２ 次古賀市スポーツ推進計画の中間見直し について  

  （ 基 本目標１  子 ど もの運動機会の拡充について）  

【 事 務局による概要説明】  

（ 事 務局）  

 ま ず 、 前 回 の 審 議 会 に お い て 質 問 が あ っ た 内 容 で 、 中 学 校 体 育 施 設 の 日

曜 日 利 用 団 体 、 市 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 公 式 ア カ ウ ン ト の 登 録 者 数 が 分 か る 資 料 の 提 示

要望があったことから回答したい。  

 「 中 学 校 体 育 施 設 日 曜 日 利 用 団 体 に つ い て  市 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 公 式 ア カ ウ ン ト

の 登 録 者 数 に つ い て 」 と い う 資 料 に な る が 、 中 学 校 体 育 館 に つ い て は バ ス

ケ ッ ト ボ ー ル 競 技 が 一 番 多 い １ ２ 団 体 の 利 用 と な っ て い る 。 中 学 校 グ ラ ウ

ン ド 、 中 学 校 武 道 場 は そ れ ぞ れ ３ 団 体 の 利 用 と な っ て い る 。 そ の 他 は １ 団

体 の 利 用 と な っ て お り 、 利 用 率 に つ い て は 数 字 を だ し て い な い が ま だ ま だ

低い数値である。  

 市 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 公 式 ア カ ウ ン ト に つ い て 、 令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ３ 日 現 在 の 数 値 で

あ る が 、 全 体 登 録 者 は ６ ， １ ３ ７ 人 、 内 ス ポ ー ツ に 関 す る 情 報 の 配 信 を 希

望 す る 登 録 者 は ６ ０ ７ 人 と な っ て お り 、 約 １ 割 の 登 録 者 が ス ポ ー ツ の 情 報

配信の希望をしているところ。  

 

（ 事 務 局）  

 子 ど も の 運 動 機 会 の 拡 充 に つ い て 、 こ れ ま で の 取 組 内 容 や 課 題 、 事 務 局

が考える対策案を説明する。  

 「 第 ２ 次 ス ポ ー ツ 推 進 計 画  運 動 ・ ス ポ ー ツ に 関 す る 取 組 ・ 課 題 ・ 対

策 」 につ い て 、 計 画 に 記載 し て い る 「 め ざす 姿 」「 短 期 取 組 内容 」 に 対 す る 、
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市 ・ ス ポ ー ツ 協 会 ・ 関 係 団 体 が 実 施 し た 令 和 元 年 度 か ら 令 和 ４ 年 度 ま で の

主な取組みを記載している。  

 こ れ ま で の 取 組 内 容 、 課 題 、 今 後 の 対 策 に つ い て は 資 料 に 記 載 の と お り

である。  

 

（ 本 多会長）  

 質 問 、意見はあるか。  

 

（ 齋 藤委員）  

 中 学 生 の 体 力 が 低 下 し て い る と の こ と で 、 体 力 が 低 下 し て い る の と 握 力

が 低 下 し て い る の と で は 意 味 が 違 う と 考 え る が 、 な ぜ 体 力 テ ス ト を 選 択 し

て体力が低下していると判断されるのか。他に比較するものはないのか。  

 

（ 事 務 局）  

 県 ・ 全 国 平 均 と 比 較 し て 市 の 状 況 が ど う か と い う 結 果 で あ る 。 主 に 中 学

校 ２ 年 生 女 子 の 数 値 が 低 く 、 県 ・ 全 国 い ず れ の 平 均 よ り も 下 回 っ て い る 。

そ れ ら の 結 果 と し て 体 力 が 低 下 し て い る と し て 記 載 し て お り 、 項 目 ご と に

結果がでている。  

 

（ 齋 藤 委員）  

 握 力 や ボ ー ル 投 げ が 低 下 し て い る と い っ て も 、 そ の よ う な 特 別 な 項 目 が

低 下 し て い る か ら と い っ て 体 力 が 低 下 し て い る と 言 わ れ て も 判 断 し か ね る 。  

 

（ 事 務 局）  

 握 力 が 低 下 し て い る か ら 体 力 が 低 下 し て い る と 判 断 し て い る の で は な く 、

様 々 な 項 目 に お い て 数 値 が 低 下 し て お り 、 そ の 結 果 、 総 合 点 数 が 低 い 数 値

と な っ て い る た め 体 力 が 低 下 し て い る と い う 判 断 で あ り 、 握 力 の み で 判 断

しているということではない。  

 テ ス ト 項 目 は 握 力 、 上 体 起 こ し 、 長 座 体 前 屈 、 反 復 横 跳 び 、 シ ャ ト ル ラ

ン、５０ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げである。  

 

（ 齋 藤委員）  

 体 力 と い う 意 味 で あ れ ば こ の テ ス ト 結 果 を 比 較 に 使 用 し な く て も 良 い の

では。ハンドボール投げは技術であると考える。  
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（本多会長）  

 筋 力 、 持 久 力 、 柔 軟 性 な ど 様 々 な 項 目 が あ る の が 新 体 力 テ ス ト と し て 設

定 さ れ て い る 。 も ち ろ ん 数 値 だ け で 一 喜 一 憂 す る も の で な い が 、 た ま た ま

目 標 値 を 達 成 で き て い な い と い う こ と で あ り 、 審 議 会 と し て 今 後 こ の 中 間

見 直 し に お い て 、 未 来 に 向 け て ど う あ る べ き で あ る か と い う 意 見 が あ れ ば

良いと考える。  

 

（ 薄 委 員）  

 課 題 に 対 す る 今 後 の 対 策 が 無 い よ う に 思 う が 、 ど う す す ん で い く の か が

分からない。  

 

（ 事 務 局）  

 記 載 し て い る 今 後 の 対 策 は 、 あ く ま で も 事 務 局 が 考 え る 今 後 の 対 策 で あ

り 、 こ れ 以 外 に も 多 く の 対 策 す べ き こ と が あ る と 考 え る 。 そ れ を 審 議 会 で

様々な意見を出し合って欲しい。  

 

（ 本 多会長）  

 今 後 の 対 策 で 、 こ の よ う な こ と が で き る の で は な い か と い う よ う な 意 見

を共有できればと考える。  

 

（ 井 浦委員）  

運 動 あ そ び の 推 進 に つ い て 、 昨 年 ま で は コ ロ ナ 禍 で な か な か 外 遊 び に つ

な が っ て い な い 状 況 で あ っ た と 思 う が 、 仕 事 柄 、 夏 休 み に お い て 巡 回 を 行

っ た が 、 今 年 に お い て も 公 園 等 で ボ ー ル 遊 び や 何 ら か の 遊 び を し て い る 子

どもを見かけな かった。  

し か し 、 児 童 館 、 児 童 セ ン タ ー は 満 員 で あ り 、 お 弁 当 を 持 参 し て 朝 か ら

来館している。友人と会話、ゲーム、卓球で遊んでいる。  

今 後 の 対 策 と し て 、 自 宅 で も で き る 運 動 や 親 子 で で き る 運 動 遊 び の 動 画

配 信 の 検 討 と あ る が 、 な か な か 外 遊 び が 難 し い 状 況 の 中 、 児 童 館 、 児 童 セ

ン タ ー に お い て も 体 を 動 か せ る よ う の も の を Ｐ Ｒ す る 必 要 が あ る 。 結 果 、

そ れ が 親 子 遊 び な の か 、 友 人 同 士 の 遊 び に な る か は 分 か ら な い が 、 遊 び で

体 を 動 か す と い う の が ベ ー ス に な っ て 体 力 づ く り に 繋 が る と 思 う 。 せ め て

家で動ける、体を動かせるというものはＰＲできればと考える 。  
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（吉田委員）  

 幼 児 期 の 意 識 は 重 要 だ と 考 え る 。 生 涯 学 習 推 進 課 だ け で は で き な い こ と

も 多 々 あ る と 考 え る 。 他 課 と の 連 携 を 図 り な が ら 、 遊 び か ら 体 を 動 か す と

いうことを子どもの発育に合わせれれば良いと考える。  

 

（ 山 本 委員）  

 多 様 な 体 験 活 動 の 充 実 の 取 組 み に つ い て 、 社 会 福 祉 協 議 会 に 所 属 し て い

る が 福 祉 学 習 を す る 機 会 が 多 い が 、 学 校 の プ ロ グ ラ ム の 中 に 福 祉 学 習 の 実

施 を 決 め て お け ば や り や す い 環 境 が 整 う と 考 え る 。 福 祉 学 習 を や る と 決 め

て い て も 、 い つ 頃 や る の か 決 め て い な い 学 校 が 多 く 、 ２ 月 ３ 月 な ど に な っ

て 福 祉 学 習 、 体 験 学 習 を し た い と い う 相 談 を 社 会 福 祉 協 議 会 に さ れ る こ と

が あ る 。 実 施 の 時 期 を あ ら か じ め 決 定 し て お け ば 実 施 し や す い 環 境 が 整 う

と考える。  

 

（ 森 本委員）  

 全 体 的 な 取 組 み に 関 し て 、 ぜ ひ 参 考 に し て も ら い た い の が 、 県 の ス ポ ー

ツ 局 で ト ッ プ ス ポ ー ツ チ ー ム コ ン ソ ー シ ア ム が 昨 年 末 に 立 ち 上 が っ た 。 県

内 ト ッ プ ス ポ ー ツ チ ー ム ２ ０ 団 体 が 地 域 貢 献 を し た い と 考 え て お り 、 イ ベ

ン ト 等 が 多 々 あ る 中 で 、 親 子 で 活 動 で き る ス キ ル 等 、 ス ポ ー ツ チ ー ム は 持

ち 合 わ せ て い る 。 ト ッ プ ス ポ ー ツ チ ー ム に 参 画 し て ほ し い イ ベ ン ト 等 の 際

に 、 県 ス ポ ー ツ 局 に 相 談 が あ れ ば 、 集 客 効 果 も 見 込 ま れ る の で 活 用 し て も

らえれば考える。  

 昨 年 ３ 月 に 障 害 ス ポ ー ツ セ ミ ナ ー を 筑 後 で 開 催 し た が 、 そ の 際 に ト ッ プ

ス ポ ー ツ チ ー ム コ ン ソ ー シ ア ム で ア メ フ ト 、 野 球 、 フ ッ ト サ ル の チ ー ム に

協 力 し て も ら い 、 体 育 館 で イ ベ ン ト を 行 っ た 。 雨 に も 関 わ ら ず 親 子 で ６ ０

０ 人 程 度 の 参 加 が あ り 非 常 に 効 果 を 感 じ た た め 、 是 非 と も 活 用 し て ほ し い 。  

 

（ 齋 藤委員）  

 全 体 的に、取組、課題、今後の対策を整理すれば分かりやすい。  

 

（ 事 務 局）  

 第 ２ 次 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 で 決 定 し て い る 指 標 を 達 成 で き て い な い こ と か

ら、それらを課題として挙げているところである。  

 

（ 本 多会長）  
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 今 後 、 これまでの意見を踏まえて審議会をすすめたい。  

７． そ の 他  

（ 事 務 局 ）  

 次 回 、 第３ 回 審 議会 を ９ 月下 旬 頃 に開 催 し たい 。  

 

８ ． 閉 会  

（ 樋 口 課 長）  

 次 回 の 審議 会 も 子ど も の 運動 機 会 の拡 充 に つい て 審 議す る こ とと な る 。子 ど

もの 運 動 機会 の 拡 充に つ い ては 重 要 だと 考 え てお り 、 本日 挙 が った 意 見 を反 映

しな が ら 、次 回 審 議会 を 開 催し て い きた い 。  


